（【様式7】別紙１）
（１）POとの利益相反に関する情報

【様式７】利益相反に関する情報（１）POとの利益相反に関する情報において、提案先の技術開発テーマを担当するPOと提案者との利害関係が「ある」場合、具体的内容について記載してください。
	






《参考》利害関係に該当する場合（公募要領６．（１））
①委員、その配偶者又は生計を一にする一親等内の親族が、提案者から、審査会の開催日に属する年度を含む過去３年度以内に、金銭等、又は提案者の発行する株式等を取得しているとき。
②提案者が、委員の配偶者又は生計を一にする一親等内の親族であるとき。
③提案者が、大学、国立研究開発法人等の研究機関において委員と同一の学科、専攻等又は同一の部署  に所属している者であるとき。
④提案者が、審査会の開催日の属する年度を含む過去３年度以内に委員と緊密な共同研究を行った者であるとき。
⑤提案者が、委員と緊密な関係にある者であるとき。
⑥提案者が、委員と直接的な競合関係にある者であるとき。
⑦その他深刻な利益相反があると認められるとき。


（３）JAXA職員と実施機関との利益相反に関する情報

【様式７】利益相反に関する情報（３）JAXA職員と実施機関との利益相反に関する情報について、技術開発実施体制にJAXAの職員が「含まれている」場合、該当するJAXA職員本人に確認の上、以下を記載してください。

該当するJAXA職員の情報
	(1)当該職員の氏名
	

	(2)JAXAにおける所属部署名
	

	(3)勤務する機関名
	

	(4)勤務する機関での部署名
	

	(5)勤務する機関での役職
	

	(6)勤務する機関の事業内容
	

	(7)勤務する機関での当該職員の職務内容
	

	(8)勤務する機関での就業時間（始業・終業時刻、所定労働時間）
	

	(9)勤務する機関での当該職員の就業期間の見込み
	

	(10)勤務する機関の株式等の当該職員の保有の有無
	

	(11)勤務する機関における当該職員の報酬想定額（年額）
	

	(12)本技術開発実施体制における当該職員の役割と従事割合（当該職員が勤務する機関において職務に従事する時間を100とする場合に、技術開発課題の技術開発に従事する時間の割合を記載ください）
	

	(13)該当するJAXA職員がクロスアポイントメント制度によりJAXA及び勤務する機関に籍を有する場合、JAXAにおける当該職員の職務内容
	



